
○各施設では、従来の活動プログラムの
他に、教科等に位置付けた体験活動プ
ログラムを用意しています。

○単元のねらいに合わせた学習指導案や
ワークシートなどを用意していますの
で、各学校の活動計画作成にあたって
のご提案やアドバイスをさせていただ
きます。 お気軽にご相談ください。

　機構では、皆様が安全に集団宿泊的行
事を実施できるよう新型コロナウイルス
感染防止対策ガイドラインを作成しており
ます。
　令和２年度に集団宿泊的行事で各施設
を利用した学校を対象に、機構で実施した
「コロナ禍における小・中学校の集団宿泊
的行事に関する調査」では、各施設のコロ
ナ対策に関しての全ての質問項目で高い
評価をいただきました。また、参加した児
童・生徒の様子では、楽しく協力し合いな
がら活動することができた様子が伺える
調査結果となりました。

国立青少年教育施設で集団宿泊してみませんか?

本パンフレットは、国立青少年教育振興機構のホームページからダウンロードできます。 青少年機構

☎ 03-6407-7713（教育事業部企画課）

〒151-0052 東京都渋谷区代々木神園町3番1号
http://www.niye.go.jp

honbu-yousei@niye.go.jp

コロナ禍における安全・安心な集団宿泊的行事

多忙な先生方のために

施設の感染防止対策に対する
満足・安心

集団宿泊的行事における児童・生徒
や学級の様子

「コロナ禍における小・中学校の集団宿泊的行事に関する調査」　（令和2年11月　国立青少年教育振興機構）

凡例

国立オリンピック記念
青少年総合センター（1カ所）

国立青少年交流の家（13カ所）

国立青少年自然の家（14カ所）

機構では、子供たちの体験活動をより一層推進していくために、感染を防ぐ対策や活動中に体調を悪くした場合の対応などの
安全管理体制を整備し、利用者の皆様にとって安全・安心な活動環境や活動プログラムを提供できるよう努力していきます。

0 20 40 60 80 100%

・ 児童・生徒が意欲的に活動していた

・ 児童・生徒が協力し合って活動していた

・ 児童・生徒がのびのびと活動していた
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・ 施設の新型コロナウイルス感染防止対策全体
に対して

・ 利用者の密接を避けるため、活動プログラムの
やり方を工夫して提供・実施している

・ 利用者が触れる箇所を消毒したり、寝具の使い
方や食堂の配膳の仕方を工夫したりしている

■ 満足・安心　■どちらかというと満足・安心　
■どちらかというと不満・不安　■不満・不安

■ 見られた　■どちらかというと見られた　
■どちらかというと見られなかった　■見られなかった
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教科等の学習に関連付けることで高まる

集団宿泊活動の
教育効果

教科等の学習に関連付けることで高まる

集団宿泊活動の
教育効果

「自主的・実践的な集団活動」を通じた「学び合う学級」づくり
「主体的・対話的で深い学び」の視点からの
授業改善を通した「資質・能力の育成」
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学習指導要領
改訂に対応

5年間のまとめ



学習指導要領改訂の方向性と
集団宿泊活動の意義

文 部科学省は、「幼稚園、小学校、中学校、高等学
校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及
び必要な方策等について」（中央教育審議会答申、

平成 28 年12 月 21日）（以下、「答申」）を受け、小・中学
校の「学習指導要領」を告示しました。（平成 29 年 3月31
日）学習指導要領は移行期間を経て、小学校では令和２年
度から、中学校では令和 3 年度から全面実施となります。
　答申では「学習指導要領改訂の方向性」を下図のように
提示しています。そこで、この視点から集団宿泊活動の意
義を示します。

1自然体験や生活体験が自然体験や生活体験が「主体的な学び」「主体的な学び」の基盤の基盤
となる「自己肯定感」を高めるとなる「自己肯定感」を高める

　このような「主体的な学び」を進めていく上では、「今の　このような「主体的な学び」を進めていく上では、「今の
自分が好きだ」「自分には自分らしさがある」といった自己自分が好きだ」「自分には自分らしさがある」といった自己
肯定感を高めることも大切です。肯定感を高めることも大切です。
　国立青少年教育振興機構（以下、「機構」という。）が実　国立青少年教育振興機構（以下、「機構」という。）が実
施した調査において、「自然体験」や「生活体験」が多い子供施した調査において、「自然体験」や「生活体験」が多い子供
ほど、「自己肯定感」が高い傾向にあることが分かりました。ほど、「自己肯定感」が高い傾向にあることが分かりました。
　自然の中で生活をともにする集団宿泊活動では、自己肯　自然の中で生活をともにする集団宿泊活動では、自己肯
定感を高める自然体験活動や生活体験を行うことができ「主定感を高める自然体験活動や生活体験を行うことができ「主
体的な学び」の基盤を育成します。体的な学び」の基盤を育成します。

高い　  やや高い　  ふつう　  やや低い　  低い

自然体験と自己肯定感の関係
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（小 4～6、中 2、高 2）

「青少年の体験活動等に関する意識調査」
（平成 31年 2月　国立青少年教育振興機構）

学ぶことに興味や関心をもち、自己のキャリア形成の
方向性と関連付けながら、見通しをもって粘り強く取
り組み自己の学習活動を振り返って次につなげる学び
「答申より」

「社会に開かれた
教育課程」の実現
各学校における
「カリキュラム・
マネジメント」
の実現

何を学ぶか
新しい時代に必要となる
資質・能力を踏まえた教
科・科目等の新設や目標・
内容の見直し

どのように学ぶか
「主体的・対話的で深い
学び」（アクティブ・ラー
ニング）の視点から学習
過程の改善

何ができるように
なるか

新しい時代に必要となる
資質・能力の育成と、学習
評価の充実

資質・能力の三つの柱

▲ 生きて働く知識及び技能の習得

▲ 未知の状況にも対応できる 思考
力、判断力、表現力等の育成▲ 学びを人生や社会に生かそうと
する学びに向かう力、人間性等
の涵養

集団宿泊活動サポートガイド1



3実感を伴った理解は実感を伴った理解は「深い学び」「深い学び」にもつながる　にもつながる　

　「平成 30 年度全国学力・学習　「平成 30 年度全国学力・学習
状況調査」では、「自然の中で遊状況調査」では、「自然の中で遊
んだことや自然観察をしたことんだことや自然観察をしたこと
がある児童・生徒ほど、平均正がある児童・生徒ほど、平均正
答率が高い傾向にある」と報告答率が高い傾向にある」と報告
されています。自然の中で遊んされています。自然の中で遊ん
だり、集団宿泊活動で観察・実だり、集団宿泊活動で観察・実
験を行ったりすることにより好験を行ったりすることにより好
奇心が育ち、理科を学ぶ意欲が奇心が育ち、理科を学ぶ意欲が
高まることが期待されます。高まることが期待されます。
　答申は、左図のように資質・能力の三つの柱を提示して　答申は、左図のように資質・能力の三つの柱を提示して
います。います。
　こうした資質・能力を育むためには、知識と体験を結び　こうした資質・能力を育むためには、知識と体験を結び
つけることが重要です。個別的な知識に体験が伴うことで、つけることが重要です。個別的な知識に体験が伴うことで、
その意味を実感し、深い理解につながります。また、「集団その意味を実感し、深い理解につながります。また、「集団
は協力することが必要」といった概念的な知識は、体験をは協力することが必要」といった概念的な知識は、体験を
通して獲得していくものと言えるでしょう。通して獲得していくものと言えるでしょう。
　集団宿泊活動における自然の中での活動や他者との共同　集団宿泊活動における自然の中での活動や他者との共同
生活は、思い通りにならないことに直面します。こうした生活は、思い通りにならないことに直面します。こうした
状況を乗り越えるために、既に学んだ知識及び技能、身に状況を乗り越えるために、既に学んだ知識及び技能、身に
付けた思考力、判断力、表現力等を生かすことで、目指す付けた思考力、判断力、表現力等を生かすことで、目指す
資質・能力が育成されると言えるでしょう。資質・能力が育成されると言えるでしょう。

2集団宿泊活動が「よりよい人間関係を形成」し、集団宿泊活動が「よりよい人間関係を形成」し、
「対話的な学び」「対話的な学び」ができる学級づくりにつながるができる学級づくりにつながる

　「対話的な学び」の視点からは、安心して自分の考えを伝　「対話的な学び」の視点からは、安心して自分の考えを伝
えることができる学級であることも重要です。えることができる学級であることも重要です。
　機構が実施した『小中学校の集団宿泊活動に関する全国　機構が実施した『小中学校の集団宿泊活動に関する全国
調査』によると、集団宿泊活動を通して、子供同士の人間調査』によると、集団宿泊活動を通して、子供同士の人間
関係・コミュニケーション力が高まることが分かります。関係・コミュニケーション力が高まることが分かります。
　学級の中で活動するとき児童・生徒の意欲の前には、2　学級の中で活動するとき児童・生徒の意欲の前には、2
つの壁が立ちはだかります。1つは、「無理・できない」とつの壁が立ちはだかります。1つは、「無理・できない」と
いう「自己概念」の壁、1つは、「間違えたら恥ずかしい」いう「自己概念」の壁、1つは、「間違えたら恥ずかしい」
という「他者との関係」の壁です。この壁を仲間の支えによっという「他者との関係」の壁です。この壁を仲間の支えによっ

て乗り越えることや、嘲笑や冷やて乗り越えることや、嘲笑や冷や
かしの壁を排除することが学級づかしの壁を排除することが学級づ
くりに必要です。くりに必要です。
　集団宿泊活動を行うことによっ　集団宿泊活動を行うことによっ
て、「美しい自然や雄大な自然にて、「美しい自然や雄大な自然に
触れる」ことや「仲間と困難を乗触れる」ことや「仲間と困難を乗
り越えてやりとげる達成感を得る」り越えてやりとげる達成感を得る」
ことなど、感動体験を共有するこことなど、感動体験を共有するこ
とで、学級への「所属感」や「連とで、学級への「所属感」や「連
帯感」が深まり、いじめの未然防帯感」が深まり、いじめの未然防
止につながったり、「支え合う」「高止につながったり、「支え合う」「高
め合う」「学び合う」学級になっため合う」「学び合う」学級になった
りしていくと言えるでしょう。りしていくと言えるでしょう。

知識 体験+

実感を伴った理解

活用できる
知識・技能

実践的な
態度・行動

他者との
関係
他者との
関係

自己概念自己概念

「無理」 
「できない」
「無理」 
「できない」

「怖い」
「不安」
「怖い」
「不安」

「やろう」
「やりたい」
意欲 希望

意欲に立ちはだかる2つの「壁」

集団宿泊
活動

学び合う
学級

学力の向上
いじめ防止

所属感、連帯感所属感、連帯感

支え合う、高め合う
学び合う

支え合う、高め合う
学び合う

子供同士の協働、教職員や地域の人との対話、先哲の
考えを手掛かりに考えること等を通じ、自己の考えを
広げ深める学び「答申より」

習得・活用・探究という学びの過程の中で、各教科等
の特質に応じた『見方・考え方』を働かせながら、知
識を相互に関連付けてより深く理解したり、情報を精
査して考えを形成したり、問題を見いだして解決策を
考えたり、思いや考えを基に創造したりすることに向
かう学び「答申より」

小中学校の集団宿泊活動による教育効果
◎児童生徒の学級や学年への所属感や連帯感の深まり
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小中学校の集団宿泊活動と教科の平均正答率との関係　

小学校 【理科】　　  中学校 【理科】
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◎自然の中で遊んだことや自然観察をしたことがありますか？

「小中学校の集団宿泊活動に関する全国調査」
（平成 31年 3月　国立青少年教育振興機構）

平成 30年度全国学力・学習状況調査
（平成 30年 7月　国立教育政策研究所）
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学 習指導要領では、各教科等で育成をめざす資質・能力を明確にし、それを育む上で効果的な学習内容や活
動を、教科等横断的な視点で組み立てるといった「カリキュラム・マネジメント」が重要であるとしてい
ます。

　集団宿泊活動は、「特別活動」における「学校行事」の中の「遠足・集団宿泊的行事」（小学校）に位置付けられますが、
いろいろな活動の一部について、その教育活動の位置付けを見直したり、学校での事前事後指導を適切に位置付ける
ことなどにより、理科や体育、道徳科等の教科、総合的な学習の時間等との関連を図ることによって、教育効果を一
層高めることができます。
　機構では、この 5年間、いろいろな活動を各教科等の学習指導案として作成したり、教材・教具を開発したりして
各学校の「カリキュラム・マネジメント」を支援してきました。福島県の米小学校の実践を紹介します。

集団宿泊活動を効果的に実施するための
「カリキュラム・マネジメント」
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※令和２年度は、例年４泊５日で実施している集団宿泊活動を新型コロナウイルス感染防止の観点から、３泊５日という変則的な日程で実施しました。（５日目は学校で振り返りや
閉講式等を実施）

※表内色付きで記載されているコマは、担当教諭と施設職員が協力し、教科等に関連付けた体験活動プログラムと座学を組み合わせて実施しています。
※教科等の時数については、活動プログラムの時間の中で、各教科等の目標や内容を踏まえ、実施計画において体験活動のねらいを明確にし、それぞれの年間指導計画や単元、

題材など、内容のまとまりごとの指導計画に、適切に位置付けてカウントしています。

　子供たちに五感を通して自然と直接的に関わりを持たせてあげることは、子供たちが今まで知らなかったことを知り、自己
の感性を育む契機になると考えられます。
　本校では、集団宿泊活動の中で、施設職員と協力しながら理科や社会など、教科横断的な学びの連続性あるプログラムを組
み立てることで、長期の集団宿泊活動を実現しています。このように時間を弾力的に運用し、実体験を伴う活動を展開するこ
とにより、学校では学び得ない「深い学び」となり、子供たちにとって生涯忘れられぬ思い出となります。
　また、活動プログラムを総合的な学習の時間や道徳等とも関連付けることで、より広がりのある学習や活動の展開が期待で
きると考えております。

福島県西白河郡西郷村立米小学校長　小峰　光

集団宿泊活動の実施計画における日程例
（令和２年度「なすかしの森　セカンドスクール」西郷村立米小学校　第５学年）

集団宿泊活動サポートガイド3



　社会　理科　家庭  道徳　総合　　特 別 活 動

国語

学活　 学校行事

食べ
て元

気に
自然
愛護

日常
を十

七音
で

流れ
る水

の

はた
らき

集団
宿泊

活動

私た
ちの
生活
と

森林

那須
平成

の森

プロ
グラ

ム

集団
宿泊
活動
を

成功
させ
よう

　集団宿泊活動で実施する各活動と、各教科等との
関連を図り年間指導計画に位置付けた学習活動を効
果的に配列し、集団宿泊活動の実施計画を作成する。
その際、集団宿泊活動を実施する国立青少年教育施設
（以下、「施設」という。）が整備しているプログラムや
指導体制等を確認し、活用することが重要である。

国語

流れる
水の

はたらき
理科

家庭

総合
食べて

元気に
私たち

の生活
と

森林

集団宿
泊活動

自然愛
護道徳

日常を
十七音

で

ステップ1

ステップ2

ステップ3

集団宿泊活動実施計画の作成

各教科等の実施案の作成

集団宿泊活動で行う各活動を教科等
に関連付けて年間指導計画を作成

集団宿泊活動を年間指導計画
に適切に位置付けるための
ステップ

理科「流れる水のはたらき」、
社会「私たちの生活と森林」に
ついては、実際に米小学校の
児童が取り組んだ、活動プログ
ラムを掲載しております。（本誌
５ページ、６ページに掲載）

例　「特別の教科 道徳」
　内容D「主として生命や自然、崇高なものとの関わりに関
すること」は、小学校第 5学年及び第 6学年で、「自然の偉
大さを知り、自然環境を大切にすること」を挙げています。
集団宿泊活動で自然について感じたり、考えたりしたことを学
校の道徳の時間に題材として取り扱うことが効果的です。

　集団宿泊活動で育てる資質・能力を教科等横断的
な視点で設定し、事前学習及び事後学習を含め年間
指導計画を作成する。見方を変えれば、各教科等の
年間指導計画を作成する際、集団宿泊活動の中で行
う方が、教育効果が上がる学習内容を検討し、各教
科等の年間指導計画に位置付け、教育課程全体と往
還させ計画に組み込むということである。

　各教科等に関連付けた各活動の実施案、いわば指
導案のようなものを作成する。その際、集団宿泊活
動での活動だけでなく、事前・事後の学校での授業
と一体となった計画を作成することが効果的である。

指導計画の作成例等に
ついてはこちら　　　　▶
http://www.niye.go.jp/
supportguide.html

集団宿泊活動サポートガイド 4



集 団宿泊活動は、各教科等で身に付けた「資質・
能力」を、総合的に活用して実践する場です。
教育環境の整った施設であれば効果の上がる学

習を展開することが可能です。特別活動における「人間関
係形成」「社会参画」「自己実現」の 3つの視点で整理した
「資質・能力」とともに、教科等で身に付ける「資質・能力」
をさらに高めることができます。

「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業
改善

　小学校学習指導要領の「総則」では、「主体的・対話的で
深い学び」の視点からの授業改善の推進に当たっての配慮
事項を以下のように示しています。

　『～略～児童が各教科等の特質に応じた見方・考え方を
働かせながら、知識を相互に関連付けてより深く理解した
り、情報を精査して考えを形成したり、問題を見いだして
解決策を考えたり、思いや考えを基に創造したりすること
に向かう過程を重視した学習の充実を図ること。』（小学校
学習指導要領　第１章総則　第３教育課程の実施と学習評
価　１主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善

（１）より抜粋　平成 29 年３月文部科学省）
　また、答申では、各教科等それぞれの「主体的・対話的で
深い学び」の視点が示されました。
　以下に示す展開例は、それぞれの活動プログラムで「育成
する資質・能力」を示し、 答申で示された各教科等の「主
体的・対話的で深い学び」の視点を踏まえた学習過程につ
いて、施設で行われている活動の流れと共に紹介します。

何
を
学
ぶ
か

ど
の
よ
う
に
学
ぶ
か

何
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か

何
を
学
ぶ
か

ど
の
よ
う
に
学
ぶ
か

何
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か

何
を
学
ぶ
か

ど
の
よ
う
に
学
ぶ
か

何
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か

何
を
学
ぶ
か

ど
の
よ
う
に
学
ぶ
か

何
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か

何
を
学
ぶ
か

ど
の
よ
う
に
学
ぶ
か

何
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か

何
を
学
ぶ
か

ど
の
よ
う
に
学
ぶ
か

何
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か

活動プログラム／沢歩きハイキング

 ▲ 5年 理科「流れる水のはたらき」

単元の
目標

　流れる水は、土地を侵食したり、石や土を運搬したり、
堆積させたりする働きがあること。また、流れる水の速
さや水量が変わると土地の様子が大きく変化し、ときに
災害を引き起こす場合があること、災害に対する備えが
重要であることを捉えるようにする。

 ▲  学習過程と活動の流れ
 ▲  育成する資質・能力

知識及び技能
・流れる水には、侵食・運搬・堆積の働きがあることを理解すること。
・沢や川の上流・中流・下流によって、河原の石の大きさや形に違いがあること

を理解すること。

思考力・判断力・表現力等 ・流れる水の働きを追究する中で、流れる水の働きと土地の変化の関係につい
ての予想や仮説を基に、解決方法を発想し、表現できるようにすること。

学びに向かう力、人間性等 ・流れる水の働きを学ぶ中で、専門家の話を聞いたり、仲間の意見を尊重し、
積極的に意見交換をしたりしようとする態度を養うこと。

課題の解決

・観察したことや、話し合ったことを
基に、実験したり、さらに調べたりし、
流れる水の働きについてまとめる。

・川の水による災害について考え、そ
の備えについてまとめ、今後の生活
につなげられるようにする。

課題の探究

・実際に、源流や沢を観察し、流れる水には
土地を侵食したり、石や土などを運搬した
り、堆積させたりする働きがあることを調
べ、記録する。

・記録したものを振り返りながら、実際の沢
をモデル化して実験する方法を考えたり、
今後調べてみたいことを話し合ったりする。　

課題の把握

・資料写真や生活経験から流れる水
の働きや、川の上流・中流・下流の
石の様子の違いについて話し合う。

・川と川原の石の様子の違いについて
まとめる。

「主体的・対話的で深い学び」の視点
からの授業改善の展開例

学校での
学習

【6時間】

施設での
学習

【4時間】

学校での
学習

【2時間】

集団宿泊活動サポートガイド5



学習の展開パターン
　ステップ３で示した集団宿泊活動と学校での学習（事前
と事後）を組み合わせたパターンは右図のように整理でき
ます。例えば、事前の授業で問題意識を持たせることで、
集団宿泊活動での追究活動が主体的になったり、事後の授
業を、学習した成果を他学年や保護者に発表する場にする
ことで表現力を高めたり、自信を付けたりすることができ
ます。
　また、学校の学習で習得したことを集団宿泊活動で活用
したり、集団宿泊活動で実践したことを学校の学習に繋げ
たりすることで教育効果が高まります。さらに集団宿泊活
動で体験したことは、学習する時期や学年が違っても生か
すことができます。
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活動プログラム／森の恵みの体験学習
【エコシステムアカデミーと連携】

 ▲ 5年 社会「私たちの生活と森林」

単元の
目標

　森林資源の働きや、育成や保護の取り組みの様子を関心を持って調べ、森林が国土の保
全や水源の涵養などに重要な役割を果たしていることを理解する。
　森林の育成や保護に取り組む人々の工夫や努力を理解し、その様子から学習問題を見いだ
し、資料を活用したり、学習したことや体験し感じたことをまとめた森林新聞を作成したりす
ることで、思考力・判断力・表現力を養う。

 ▲  学習過程と活動の流れ
 ▲  育成する資質・能力

知識及び技能 ・国土の保全や、水源の涵養のための森林資源の重要性や、国民一人ひとりの協力の必要性を理解すること。
・森林資源の働きや、保護に向けた人々の取り組みを、資料を基に調べること。

思考力・判断力・表現力等 ・森林資源の働きや、保護に向けた取り組み、その必要性について、総合的に考えることができるようにすること。
・学習したことを通して、考えたことなどを新聞などの方法で適切に表現できるようにすること。

学びに向かう力、人間性等 ・森林資源の働きや、保護に向けた取り組みについて関心を持ち、今後の生活に活かそうとする態度を養うこと。

課題の解決

・学習したことや体験し感じ
たことを森林新聞としてま
とめる。

　※紙すき体験で作ったはが
きを使って手紙を書くこ
ともできる。

課題の追究

・森林資源の働きについて考える。
　　エコシステムアカデミーの方から森林の

役割や林業等についての話を聞く。
　　自分たちの考えと照らし合わせる。
・実際の利用について体験する。
　　紙すき体験

課題の把握

・日本の森林の様子を写真資料からつかむ。 
・天然林と人工林の様子を確認する。　　　
　　働きの違いについて考える。
　　単元全体の学習問題を立てる。
・天然林の具体的な働きを調べる。
　　写真資料と身近な森林と比較する。
　　水資源・動植物・観光など
・林業について調べる。

道徳の授業

学校での学習 集団宿泊活動
（施設での学習） 学校での学習

導入
（問題発見や目標設定等）

展開
（情報の収集や整理・分析）

まとめ
（まとめや発表等）

展開 発展・まとめ導入

展開

実践活動・体験活動

まとめ導入

展開 まとめ導入

道徳の授業
【特別の教科　道徳】

【教科や総合的な学習の時間等】

学校での
学習

【1時間】

施設での
学習

【2時間】

学校での
学習

【4時間】

各プログラムの指導案等について、詳細をご覧いただけます。p.10 をご覧ください。 ▶▶▶ 集団宿泊活動サポートガイド 6
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教科等の内容と各施設の活動プ
ログラム

　右の表は、小・中学校における教科
等の内容と、関連付けて実施すること
ができた施設の活動プログラムです。
　ただ単に「野外炊事」を「家庭」に
関連付けるのではなく、「野外炊事」
を通して、「家庭」で身に付ける資質・
能力を明確にすることで「主体的・対
話的で深い学び」の視点からの授業
の創意工夫を考えることが可能となり
ます。
　下に、小学校の指導例を示していま
す。学校の実態に応じて調整し活用し
てください。

教科等 学年 教科等の主な内容 関連付けて実施することが考えられる
施設の活動プログラム例

小学校

国語 ５年 問題を解決するために話し合おう 野外活動

社会 ５年 私たちの生活と森林 森林調査隊、森の恵みの体験学習

理科 ４年 
５年

月と星 
流れる水のはたらき

天体観察 
自然観察、沢活動

図工 ５年 絵や立体、工作、鑑賞 クラフト活動、クライミングウォール

家庭 5･6 年 栄養を考えた食事 野外炊事

保体 ５年 体つくり運動 
けがの防止

スポーツクライミング 
ファーストエイド・オリエンテーリング

外国語 ５年 英語で道案内 イングリッシュウォークラリー

道徳 5･6 年 いのちの尊さ 平和学習

総合 4･5 年 各学校で定める 
例）海や山などの自然環境問題

シーカヤック、スノーケリング 
登山、ハイキング

特活 5･6 年 学級の力を高めよう（学活） アドベンチャープログラム

中学校

理科 １年 大地の変化 ジオパーク学習プログラム

家庭 全学年 中学生に必要な栄養 野外炊事

保体 １年 体つくり運動 
心身の機能の発達と心の健康

登山、SUP 
アドベンチャープログラム

総合 １年 
２年

各学校で定める 
例）防災教育、キャリア教育

防災プログラム 
職場体験活動

特活 １年
よりよい学校生活に向けて（学活） 
友達のよさを見つけよう（学活） 
自分のよさを知ろう（学活）

野外活動、振り返り活動 
野外炊事 
アドベンチャーウォーク

活動プログラム／イングリッシュ
　　　　　　　　ウォークラリー

 ▲ 5年 外国語「Ｔｕｒｎ Ｒｉｇｈｔ」
単元の
目標

　「道案内」でよく使われる言語を用いて、グループで協力しながら
「イングリッシュウォークラリー」を行うことができるようにする。

 ▲  学習過程と活動の流れ
 ▲  育成する資質・能力

知識及び技能
・グループで協力しながら、「イングリッシュウォークラリー」を行

い、道案内に関する基本的な単語や語順に慣れ親しむとともに
意味を理解し、発音の仕方を身に付けること。

思考力・判断力・表現力等 ・ 「イングリッシュウォークラリー」を進めていく上で必要な情報
を伝え、それに応じることができるようにすること。

学びに向かう力、人間性等 ・主体的にコミュニケーションを図ろうとするとともに、仲間の意
見を尊重し、協力しながら活動しようとする態度を養うこと。

言語・内容の
両面における
まとめと振り返り

・活動を振り返り、さら
に必要な表現につい
て考えよう。

目的実現のため
の言語活動

・「イングリッシュウォーク
ラリー」で実際に道案内
をしてみよう。

目的に応じた発信
までの方向性の決定・
言語活動等の見通し

・道案内をする上で必要な単語や
表現について理解しよう。

目的の設定
・理解

・英語で道案内をしよう。

学校での
学習

【1時間】

学校での
学習

【3時間】

施設での
学習

【3時間】

学校での
学習

【1時間】

集団宿泊活動サポートガイド7
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活動プログラム／ハイキング・シーカヤック・
　　　　　　　　ビーチコーミング

 ▲ 5年 総合的な学習の時間「○○活性化プロジェクト」

単元の
目標

　海や山などの自然環境についての課題を見つけ、調査や体験的な活動などから発見した
こと・学んだことをまとめて発表したり、その過程で見つけた新たな課題の解決に向けた活
動を通して、海と山のつながりや地域の自然の素晴らしさ、その問題点に気づき、身近な環
境を大切に守っていこうとする態度を養う。

 ▲  学習過程と活動の流れ
 ▲  育成する資質・能力

知識及び技能 ・五感を働かせて自然を感じる学習活動を通して、海と山とのつながりに
ついて理解するとともに、安全に活動するための技能を身に付けること。

思考力・判断力・表現力等
・自然環境について課題を設定し、解決のための手段を選択したり、既

習事項と結び付けて考えたりするなど適切に課題解決し、学んだこと
を発信できるようにすること。

学びに向かう力、人間性等
・主体的・協働的に課題を解決したり、発見した事柄や感動を共有したり

する中で、自然の素晴らしさを感じ、自分と身近な自然環境を大切に守っ
ていこうとする態度を養うこと。

社会 私たち
の生活

と

森林

森林調査隊

月と星理科

天体観察天体観察

流れる
水の

はたら
き

理科

集団宿
泊活動

日程
1日目

2日目
3日目

4日目

各学校
で定め

る

例）海や
山などの

自然環境
問題総合

体つくり
運動体育

問題を
解決す

る

ために
話し合

おう国語

特活 学級や
学校に

おける

生活づ
くりへ

の参画

スポーツ
クライミング

自然観察、
沢活動

登山、
ハイキング

アドベンチャー
プログラム

図工 絵や立
体、

工作、
鑑賞

栄養を
考えた

食事
家庭

野外炊事

いのち
の尊さ道徳

平和学習平和学習

野外活動

各教科等との
関連を図って

集団宿泊活動を計画
してみませんか！

外国語 英語で
道案内

クライミングウォール

イングリッシュ
ウォークラリー

次のページでは、
中学校の各教科等に関連付けた
体験活動プログラムを紹介 !!

各プログラムの指導案等について、詳細をご覧いただけます。p.10 をご覧ください。 ▶▶▶ 

まとめ・
表現

・学習を通して学んだ
ことを、グループや
学級で発表し合う。

整理・分析

・施設で取り組んだ活動につ
いてまとめる。

・活動を通して発見したこと
や、気付いたことを整理し
たり、新たに生まれた疑問
について話し合ったりする。　

情報の収集

・施設周辺の山を歩いて山や
沢の様子を観察する。

・シーカヤックやスノーケリン
グで海の様子を観察する。

・ビーチコーミングで漂流物を
調べる。

課題の設定

・地域の自然（海や山）
の素晴らしいところを
話し合う。

・学習課題を設定し、学
習の計画を立てる。

学校での
学習

【2時間】

学校での
学習

【4時間】

学校での
学習

【2時間】

施設での
学習

【8時間】

集団宿泊活動サポートガイド 8



活動プログラム（中学校）
　各施設では、令和元年度から中学校における「教科等に関連付けた体験活動プログラム」を作成しています。下の指導例
を参考に、学校の実態に応じて調整し活用してください。

活動プログラム／登山

 ▲ 第1学年　保健体育「登山」
　～動きを持続する能力を高める運動～
単元の
目標

　自己の体力に応じた課題を持ち、登山を通して動きを持続する能
力を高めるとともに、自然との関わりを深め、友だちと協力し、励
まし合いながら楽しく安全に活動することができるようにする。

 ▲  学習過程と活動の流れ

 ▲  育成する資質・能力
知識及び技能 ・ 登山を通して動きを継続する能力を高める運動の意義について、理解したことを話したり、書き出したりすること。

・ 登山の計画の立て方について、理解したことを話したり書き出したりすること。

思考力・判断力・表現力等
・ 仲間と協力する場面で、分担した役割に応じた活動の仕方を見つけたり、仲間に励ましの言葉をかけたりすることができ

るようにすること。
・ 仲間と活動する場面で、歩くペースや水分補給といった学習した安全上の留意点を当てはめることができるようにする

こと。

学びに向かう力、人間性等
・ 登山を行う際に仲間の歩くペースや登り方、下り方などをよく観察し、動きを持続する能力の課題解決に向けて仲間に助

言しようとする態度を養うこと。
・ 登山を行う際の約束やマナーを守り、体や心の状態を確かめ、体調の変化に気を配り、活動の場所の安全に留意しようと

する態度を養うこと。

学習の成果と
振り返り
・登山の感想をまとめる。
・自己評価をする。

次の課題解決に向けた
取組

・学校生活や日常生活に向
けて自ら体力を向上させよ
うとする意欲をもつ。

安全に登山をするために必要な技能や知識を
身に付ける。
・歩くペースや登り方、下り方の技能を確認するとともに、
　適切な休憩時間を設け、無理のない計画を立てる。

起伏のある距離の長い登山に適した歩き方や自分に合っ
たペース配分を考え、動きを持続する能力の向上を図る。

山の風景や動植物との関わりなど、豊かな自然に触れる。
・美しい景色やさまざまな動植物と関わりながら活動すること

で、日常的には体験できない感動を味わう。

学習の進め方を知り、
見通しを把握する。
・体力テストの結果から
　自分の体力の課題を見つける。

野外スポーツを安全に楽しむた
めに必要な知識をもつ。（ＫＹＴ）
・登山を安全に楽しむために必要な

自然や気象に関する知識を身に付
ける。

  ※ KYT･･･ 危険予防トレーニング

施設での
学習

【2〜6時間】

学校での
学習

【1時間】

学校での
学習

【1時間】
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専門の施設職員等がついてくれるため、安心し
て児童が学べる。また、施設でのフィールドを使
用できるため、学校側の教材・教具の準備等が
ほとんど必要なく、他の外部機関との連携等も
不要となるため、教員の負担が少ないと感じた。

（小学校　５年生　総合）

教科等に関連付けた体験活動プログラム実施校　引率者（先生）からの声
体験を伴う活動により、児童自
らが新たな課題を見つけ、次の
調べ学習への関心意欲の高まり
が見られ、探究の過程のサイク
ルが実現しやすいと感じる。

（小学校　４年生　総合）

授業のカウントにできることで、学校行
事等を削減することなく、集団宿泊活
動を実施することができるため、今後
も利用していきたい。

（小学校　５年生　総合）

教員がいない中、ネイティブな英語に関
わることができるとてもいい機会であり、
実際に質問したいことやどう話したらよ
いかなど、目的意識をもって事前の英語
の授業にも参加する姿が見られた。

（小学校　５年生　英語）

職場体験を行ったその日に振り返りを行っ
たり、他のグループと意見交換を行ったり
することで、職業への関心がより一層高ま
るなど、大きな効果があったと感じる。

（中学校　２年生　総合）

施設を利用することで、学校では体験
できないことを体験することができるた
め、児童が主体的に取り組むようにな
り、深い学びにつながったと感じる。

（小学校　５年生　理科）

集団宿泊活動サポートガイド9



活動プログラム／職場体験活動

 ▲ 第２学年　総合的な学習の時間　
「イーハトーヴに働く大人に学ぶ～未来の君へ～」
単元の
目標

　「働くこと」について考える学習活動を通して、働くことの意義や働
く人の願い、地域のよさや課題を理解し、未来の自分の在り方や生き
方についての考えを深め、今後の生活の中で活かそうとする。 

 ▲  学習過程と活動の流れ

 ▲  育成する資質・能力

知識及び技能
・ 働くことの意義や働く人々の思いについて考えを深め、自分の在り方や生き方について考えること。
・ 居住地域と職場体験をする地域を比較し、地域のよさや課題を理解すること。
・ 地域のよさや課題について、自らの在り方や生き方と関連付けて考えること。

思考力・判断力・表現力等
・ 職場体験学習前の勤労観や職業観、地域のよさや課題を出し合い、対話的な学びから探究課題を設定することができるよ

うにすること。
・ 事象を比較したり、関連付けたりして、課題解決に向けて考えることができるようにすること。
・ 職場体験学習での体験を通して得られた情報を整理・分析し、目的に応じて、まとめ・表現することができるようにすること。

学びに向かう力、人間性等
・ 職場体験をする中で、自分を客観的に見つめ、自分らしさに気付き、自分の将来や未来の社会について考えようとする態度

を養うこと。
・ 異なる立場、異なる考え方をもつ相手を認め、理解しようとする態度を養うこと。
・ 地域や仕事に対する理解を深め、地元への愛着や誇りをもつことで地域社会に参画しようとする態度を養うこと。

表現（７時間）
・ 職場体験学習を振り返る。
・ グループで活動をまとめる。
 （新聞やポスターセッション等）
・ 発表会を行う。
・ 礼状を作成する。

情報の収集、整理・分析（8〜13時間）
・ 設定課題の解決を目指す職場体験学習を行う。
・ 職場体験学習で収集した多様な情報を整理・分析する。

（施設で振り返ったり、友達と情報を共有し合う）その
ことを踏まえて、働く意義や願い、地域のよさや課題に
ついて、体験後の自分の考えをまとめる。

・ 未来の自分に向かうために必要なことを明らかにする。

まとめ（1時間）
・  職場体験学習を通して学ん

だ働く意義や願い、地域の
よさや課題から、地域と自分
との関わりを踏まえて自ら
の将来の生き方について考
え、「未来の君へ」宛てた手
紙を書く。

学級活動（2時間）
・ 人はなぜ働くのかを考える。
・ 職業と適性について考える。
・ 体験したい職場を選定する。

課題の設定（2時間）
・ 「働くこと」についてのイメージや地

域のよさや課題について、自分の考
えを書き出し、対話的な話し合いによ
り探究課題を設定する。

情報の収集（2時間）
・ 課題解決のための質問事項の選別を

行う。
・ 情報収集や蓄積の方法について話し

合う。

学校での
学習

【6時間】

国立岩手山
青少年交流の家

中学校

企業

職場体験学習

事前相談・打合せ

情報の提供

協力依頼

受入承諾

内容・
日程等の
打合せ

事務所・施設
での学習

【9〜14時間】

学校での
学習

【7時間】

7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22
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教科等に関連付けた体験活動プログラム事例集等
の紹介

　これまで各施設で作成した小・中学校を対象とした活動プロ
グラムを事例集としてまとめています。詳しくは下記 URL また
は QR コードよりご覧ください。
　また、各プログラムの指導案等についてもご覧いただけます。

http://www.niye.go.jp/supportguide.html

調査研究等の紹介

　平成 23 年 4 月より機構に「青少年教育研究センター」( 以下、
「センター」) が設置されました。センターは青少年教育、とり
わけ体験活動についての学術的研究を行うとともに実践的な調
査分析などを行い、その成果を青少年教育関係者をはじめ広く
国民に提供し、我が国の青少年教育の推進に寄与しています。
  平成 30 年度には、集団宿泊活動に関する調査も行っております。
下記 URL または QR コードより、研究センターの実施している
調査研究報告書検索ページへ入ることができます。

https://www.niye.go.jp/research/download/　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

◆ 平成 29 年度　教科等に関連付けた体験活動プログラム事例集（小学校）　
◆ 平成 30 年度　教科等に関連付けた体験活動プログラム事例集（小学校）
◆ 令和元年度　教科等に関連付けた体験活動プログラム事例集（中学校）
◆ 集団宿泊活動サポートガイド　改訂版（令和 2 年 6 月　改訂）
◆ 学校教育における「集団宿泊活動」の手引き
　 - 各教科等の関連を図る教育課程編成指導資料 -

集団宿泊活動サポートガイド 10



○各施設では、従来の活動プログラムの
他に、教科等に位置付けた体験活動プ
ログラムを用意しています。

○単元のねらいに合わせた学習指導案や
ワークシートなどを用意していますの
で、各学校の活動計画作成にあたって
のご提案やアドバイスをさせていただ
きます。 お気軽にご相談ください。

　機構では、皆様が安全に集団宿泊的行
事を実施できるよう新型コロナウイルス
感染防止対策ガイドラインを作成しており
ます。
　令和２年度に集団宿泊的行事で各施設
を利用した学校を対象に、機構で実施した
「コロナ禍における小・中学校の集団宿泊
的行事に関する調査」では、各施設のコロ
ナ対策に関しての全ての質問項目で高い
評価をいただきました。また、参加した児
童・生徒の様子では、楽しく協力し合いな
がら活動することができた様子が伺える
調査結果となりました。

国立青少年教育施設で集団宿泊してみませんか?

本パンフレットは、国立青少年教育振興機構のホームページからダウンロードできます。 青少年機構

☎ 03-6407-7713（教育事業部企画課）

〒151-0052 東京都渋谷区代々木神園町3番1号
http://www.niye.go.jp

honbu-yousei@niye.go.jp

コロナ禍における安全・安心な集団宿泊的行事

多忙な先生方のために

施設の感染防止対策に対する
満足・安心

集団宿泊的行事における児童・生徒
や学級の様子

「コロナ禍における小・中学校の集団宿泊的行事に関する調査」　（令和2年11月　国立青少年教育振興機構）

凡例

国立オリンピック記念
青少年総合センター（1カ所）

国立青少年交流の家（13カ所）

国立青少年自然の家（14カ所）

機構では、子供たちの体験活動をより一層推進していくために、感染を防ぐ対策や活動中に体調を悪くした場合の対応などの
安全管理体制を整備し、利用者の皆様にとって安全・安心な活動環境や活動プログラムを提供できるよう努力していきます。

0 20 40 60 80 100%

・ 児童・生徒が意欲的に活動していた

・ 児童・生徒が協力し合って活動していた

・ 児童・生徒がのびのびと活動していた

0 20 40 60 80 100%

・ 施設の新型コロナウイルス感染防止対策全体
に対して

・ 利用者の密接を避けるため、活動プログラムの
やり方を工夫して提供・実施している

・ 利用者が触れる箇所を消毒したり、寝具の使い
方や食堂の配膳の仕方を工夫したりしている

■ 満足・安心　■どちらかというと満足・安心　
■どちらかというと不満・不安　■不満・不安

■ 見られた　■どちらかというと見られた　
■どちらかというと見られなかった　■見られなかった
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2.1％

1.1%　
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2.1%　
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7.4%　
3.1％

豊かな自然の中にある
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